
入試年度 2026 入試方式 一般 課程 博士後期

研究科 文学 専攻 国文学 領域（分野） 国文学

出題のねらい

2026年度の博士後期課程入試では、『古来風体抄』の藤原俊成自筆本の一部を取り上げ、万葉時代から院政期にわたる
和歌文学に関する知識と、それを適切に文章にまとめられる文章力を問うた。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

問一　出題したのは、藤原俊成『古来風体抄』の俊成自筆本である。鋭い癖のある俊成の字だが、落ち着いて読めば、
決して読みにくい字ではない。また、『万葉集』の成立や流布に関する記述なので、『万葉集』に関する基礎知識を有
していれば、固有名詞も類推できただろう。
問二　鎌倉時代中期に仙覚が新点を付すまで、いわゆる古点時代の『万葉集』流布・享受・研究についてをまとめる。
現存する『万葉集』諸本のうち平安時代に書写されたものや、万葉歌を数多く収める歌集を具体的に挙げられたかもポ
イントとなる。
問三　院政期に様々な歌人が万葉歌の歌語を摂取して和歌を詠んだことと「珍しさ」への志向の関連を、和歌史の展開
の上から把握できているかがポイントとなる。また、万葉歌への関心が、歌学書に万葉歌が数多く取り上げられ、注さ
れていることを、歌学書・歌学者の具体名を挙げながら記述できているかどうかから、知識を問うた。


